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本日の戦略会議について

⇒ 大阪ヘルスケアパビリオン跡地活用ゾーン開発事業者募集の
主な事項である１～４の項目について、意思決定を行いたい
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✓ 夢洲第２期区域マスタープランVer.2.0（案）における大阪ヘルスケアパビリオン
の位置づけについて

✓ 大阪ヘルスケアパビリオン跡地活用ゾーン開発事業者募集について

１．土地の処分方法

２．土地課題対策

３．事業者選定方式

４．レガシー建物の利活用期間等

✓ 今後の進め方について

目 次



夢洲第２期区域マスタープランVer.2.0（案）における
大阪ヘルスケアパビリオンの位置づけについて

夢洲第２期区域マスタープランVer.2.0（案）【抜粋】

2



１．土地の処分方法について

・ 土地の処分方法は、売却によるものとする

考え方

処分方法

• マーケットサウンディング参加事業者の意見も参考に、埋立地の一般的な処分方法と
同様に売却とする
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２．土地課題対策について
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・埋立地の一般的な処分と同様の対応とする。

地中障害物撤去・土壌汚染対策・液状化対策

① 地中障害物については、鑑定評価で考慮し、土地価格に反映される
（土地利用に支障がある場合には減価される）

② 土壌汚染対策（建設残土の処分）については、本市が夢洲内での受入れを行うことで、
事業者の負担が増加しない対応を行う

③ 液状化対策等については、本市は負担しない

埋立地の一般的な処分（参考）



① 民間事業者のノウハウを活用した自由な発想による提案を求めることとする

② その上で、本市としても財政的なメリットが得られるよう、一定レベルをクリアした
提案者において価格競争を行う二段階審査方式（公募型プロポーザル）を採用する
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・ 事業者選定方式は「二段階審査方式（公募型プロポーザル）」とする
一次審査：事業提案内容に係る審査（レガシーの継承、マスタープランとの整合、実現性 等）

二次審査：価格競争

考え方

選定方式

３．事業者選定方式について



４．レガシー建物の利活用期間等について

・レガシー建物（※）を法定耐用年数等を踏まえ2062年９月まで利活用すること
及び、レガシー建物において、大阪ヘルスケアパビリオンの取組を継承する
事業を契約から10年間は実施することを、開発事業者に求める

考え方

利活用期間等

① レガシー建物については、大阪・関西万博での大阪ヘルスケアパビリオンを、後世に
ハードレガシーとして引き継いでいくため、建物の法定耐用年数である38年間が経過
するまで（2062年９月まで）の利活用を求める

② レガシー建物において実施する「先端医療」、「国際医療」、「ライフサイエンス」
にかかる事業により、大阪ヘルスケアパビリオンの取組が継承され、広く発展してい
くことを期待するものであるが、社会情勢やニーズの変化等も見込まれることから、
専門家の意見も踏まえ、実施期間は10年程度とする

（※）レガシー建物：万博閉幕後に残置または敷地内で移築する大阪ヘルスケアパビリオン（建物）の一部
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今後の進め方について

・ 大阪ヘルスケアパビリオン跡地活用ゾーンについては、

夢洲第２期区域開発事業者募集に先行して開発事業者を募集する

・ 詳細の募集条件については、募集時の要項等で定めることとし、

今年夏ごろの開発事業者募集の開始をめざす
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